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渡辺響子
ヴィクトル・ユゴーが「ノートル・ダム・ド・パリJ(1831)で， うす暗
い街をゴシック大聖堂の尖塔から僻搬し， rレ・ミゼラブルJ(1862)で‘追っ
手から逃れるジャン・ヴァルジャンに下水道を走らせて花の都のもうひとつ
の世界を読者の前に繰り広げてみせた頃，写真家ナダールは，気球からパリ
の街並を撮影し，カタコンブにカメラを据えて地下の街をパリジャンたちに
つきつけた九以後，下水やカタコンブは，物見高い社交界の人々が見物に
訪れる場所となり 2) それまで人の目に触れることのなかった新しい視点が
都市に誕生した。
文学と美術，そして技術は，このように常にリンクしている。どちらかが
もう一方を刺激する，といった単純なことではなく，時告同じくして花聞く
エピステーメだと言えるだろう。
ギ・ド・モーパッサンは，絵画の印象派と同時期に活躍した作家である。
モネの「日の出」をはじめ，ルノワールやセザンヌ，シスレーらが出品し，
のちに第一回印象派展と呼ばれる展覧会が開催されたのが 1874年であるか
ら，‘この時モーパッサンは二十四歳。まだ文学デビューを果たす前ではある
が，印象派の商家がキャンパスに表現した空気のそよぎ，水面のさざめき，
ゆらぐ陽光の戯れを，彼が意識していなかったはずはなL、。
実際，フィリップ・アモンが言うように，モーパッサンはすぐれて「ゆら
ぎJの作家である。「十九世紀は，運動を麗み出したわけではもちろんない
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が，執効なまでにこれを強調して表象しているように思われるJという一文
で始まるアモンの論文3)は，技術革新によって新しい美的モデル，文学的・
哲学的テーマが導入された近代を詳細に分析したものである O イタリアでの
未来派の結成を待つまでもなく，鉄道，電報の出現によって，人も物品もメッ
セージも，より速く，より遠くへと届けられる時代が到来し，写真，次いで
映画の誕生によって複製芸術は日常に定着する。「近代は，どの角度から切
り取っても運動であり，社会そのものも運動なのである」九「安定と不安定」
の観点から「脂肪の塊J(1880)をはじめ，水をめぐる一連の短編や「ロン
ドリ姉妹J(1884)， rベラミJ(1885)に至るまでの作品を分析した研究者も
いるが，本論では， もっぱら「モン=トリオルJ5)(1886)を対象として，
モーパッサンと不可分の要素である水と，彼の同世代の人々の大いなる関心
事だった健康，そして自然というテーマで読解を進めていきたい。
この小説は， ゾラの家でユイスマンスなど，他の若手作家たちとともに
「メダンの夕べ」にモーパッサンが発表した衝撃的な「脂肪の塊』や「女の
一生J(1883)，かずかずの珠玉の短編ほどに知られている作品ではなL、。
ヒロインのクリスチアーヌは，侯爵の娘として，兄であるゴントランと共
に大切に育てられ，何の疑問もなく結婚し，何不自由ない暮らしを送ってい
るまだ若く美しい女性だが，この二人および夫アンデルマットに伴われて不
妊治療のために訪れた温泉地で，兄の友人ポールに出会う O エキセントリッ
クなポールの情熱は眠っていたクリスチアーヌの感性と官能を目覚めさせ，
夢中で愛し合う二人は子供を授かる。しかし，清純なクリスチアーヌに惹か
れていたポールの愛は，妊娠という卑近な事件で一挙に醒め，彼は別の世間
知らずの若い娘に恋をする。クリスチアーヌが女の子を産み落としたまさに
その時，彼女は，ポールが別の女性と結婚することを知る。一時的錯乱のあ
と，クリスチアーヌはポールを呼んで言葉を交わすが，二人の子供を彼に見
せようとはしなL、。クリスチアーヌの兄が，事情を知っているかもしれない
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という暗示があるものの，この秘密は誰にも知られないまま，物語は閉じら
れる。プロットとしては，むしろ凡庸な物語である。この陳腐で残酷な物語
にニュアンスに富む彩りを添えているのが，鉱泉の街という場面設定に他な
らなL、。
注目すべき点は，次の五つの問題系に大別できょう。
まず，湯治場という新しい社交場の開拓・投機の問題。次に，そこを支配
するあやしげな医療と儀式。竺番目に，入浴を中心とする，それまで主流で
はなかったはずの身体的感覚。これらの舞台となる自然。そして最後に，湯
治の街ならではの恋愛を含む，社会階層のシャツフルである。
物語の官頭は，いかにもひなびた温泉街の描写で幕をあける。清潔ではあっ
ても粋なところはなく，湯治客を楽しませる興行も手回しオルガンなど時代
遅れの感じは低めない。病気とはいえないまでも，生彩を欠く人々が，いか
にもけだるそうに，処方された通りの分最安守って決まった時間に鉱水を飲
み，日々の儀式を反復している。
ここに登場するクリスチアーヌの無邪気さは，既婚女性としては度を超し
ている。病気というわけではなく，子宝を求めて父親の馴染みの温泉地に連
れてこられた彼女は，ライパル関係にある二人の医師のそれぞれの容貌と治
療法をおもしろがって心の底から笑い，三人目にも診察してもらいたいなど
と言い出す始末である。要するに，斜陽の侯爵家の経済的な理由のためにユ
ダヤ人実業家と結婚した彼女は， ~女の一生』のジャンヌ同様，まだ愛を知
らず，愛というものについて考える時には， r貧しい者が真珠の首飾りやダ
イヤモンドのティアラを，あり得るけれども速くにあるものに対して抱く欲
望をもって想うように考えていた。」的のだった。
(…)おめでたい，穏やかで満ち足りた性分に生まれついていたので，
これまで夢見がちであったことはなし結婚しでもう二年半になろうと
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いうのに未だ彼女は，ナイーブな少女たちの，あの心のまどろみから目
覚めてはいなかった。ある種の女性にとっては死ぬまで続く，あの心の
まどろみ，思考と感覚の眠りから。人生は彼女にとって，単純で良いも
の，面倒なことのないものに見えた。人生に意味を求めたり，なぜ，を
探したりしたことはなかった。生きて眠札趣味のいい装いをし，笑っ
て，満足していた。これ以上何を望むことがあっただろう?7)
ところが，何の悩みも持たない，この機嫌のよい人形のような女性が，湯
治に来たことで逆説的に健全な心身を失ってL、く。『女の一生』や「ボヴァ
リ一夫人』など，結婚をきっかけに，本人の意思とは関係のないところで運
命の舵を切られてしまう小説は，特に十九世紀には少なからず見られた。社
会上昇ないし生き残りの手段としての結婚制度については後述するが，この
系譜とは別に，結婚後のできごとによってその後の生涯がラデイカルに変わっ
てしまうカテゴリーの小説群もある。姦通小説という用語を充てることもで
きるかもしれないが，ここでは，夫以外の男性に身をまかせるということよ
りも，結婚後はじめて本当の恋をし， i生」を再発見した女性の物語が，水
を介して展開されていると解釈したL、。
クリスチアーヌが無邪気にはしゃぐ，華やぎに欠ける湯治場は，広大な葡
萄畑を所有しているためにこの地方一帯に名を知られているオリオル親爺が，
光を遮ることで葡萄栽培の邪魔にもなり，交通の邪魔にもなる大きな岩を爆
破させる出来事をきっかけに，大きく変貌する O
退屈なこの街で，岩の;爆破は大事件で，人々は外に出て爆破を見物する。
クリスチアーヌも子供のように興奮していたが，突然，この岩をかわいそう
だと思って悲しい気持ちになる。一心に岩を見つめる彼女は，妙な感傷に襲
われる。
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(…〕もう少ししたら，あの大きな石はなくなるのだわ。粉々に飛び散っ
てしまうのだわ，と，彼女は思った。すると，石に対する漠然とした憐
れみに襲われた。壊れたおもちゃに対して幼い女の子が抱くような憐れ
みの念だ。ずっと長い間，あの石はあそこに居たのだわ。それにきれい
な石だわ，いい気持ちになれる九
無機質な石にさえ同情を感じたこの無垢な心は，異様な気配を感じて現場
に向かつて吠えついて走り出した犬の運命を直視することができなかった。
神の一種らしい小型犬が，毛を逆立て，うなり声をあげながら石に近づくと，
周囲の見物人は笑いながらも犬を岩から遠ざけようと，呼んだり石をなげた
りしたが，効果はなかった。ポールが犬の方へ，ということは即ち導火線の
火が届くのを待っている岩の方に駆け出したが，犬を連れ戻すことはできな
かった。ポールがあきらめて見物人たちの方に戻って来ると，地響きがし，
細かい石がバラバラと天から降って来た。物見高い連中が大騒ぎをする中，
この爆破のおかげで，新しい鉱泉が姿を現したことが判明する。この鉱泉の
水質をめぐって地主のオリオルや医師たちが色めき立つなか， もう十分に見
物したクリスチアーヌはホテルの部屋に戻ろうとする。ところが，ことで忌
まわしい出来事が起きる。
(…)クリスチアーヌの兄とポールが，彼女のためにまた，人ごみを分
けて道を開いてくれた。彼女は，父の腕にすがってこ人の後に続いた。
突然，足がすべって，転びそうになったので，足もとを見ると，血まみ
れの肉片を踏んだのだということがわかった。黒い毛に櫨われ，泥でねっ
とりした肉片だった。さっきの爆破でバラバラにされ，群衆に踏みしだ
かれた，あの仲だった9)。
「あんなにすばらしく始まった一日なのに，彼女にとって，この日は悪い
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終わり方をしようとしていた。何かの予兆だったのだろうか?JlO)と語り手
が言うように，心やさしいクリスチアーヌが，感情のないはずの岩にさえも
同情していたところ，畜生とはいえ，一つの生命を犠牲にして，新しい鉱泉
が生まれたのである。先に温泉地の警護にあたっている人物について描写す
るに当たって，この男がかつて刑務所で看守をしていたこと，このせむしの
男にとって湯治客は囚人と同じであることが書かれていたが，実際，温泉の
個室は独房，医師が胃の洗浄に用いる部屋は拷問部屋と等価なのだった100
そして，新しい鉱泉が見つかった以上，この新たなビジネスチャンスをア
ンデルマットが見逃すはずはなく，彼が投機の計画を展開させる場面に，作
家モーパッサンの近代性が光ることになる。
投機そのものは，すでにエミール・ゾラが「ボヌール・デ・ダム百貨庖」
(1883)でも描いた世界である O ゾラのこの小説においても，広告の力がき
わめて重要な戦略になっていた。『ボヌール・デ・ダム百貨!苫Jの舞台になっ
ている第二帝政のパリ大改造そのものの標語でもある「循環」が，小説の鍵
にもなっていた。清潔になった街をすがすがしく循環する空気，幅の拡げら
れた道路を行き交う人々，運ばれていく商品。マクシム・デユ・カンに倣っ
て街を人聞の身体になぞらえれば，その身体全体を間々まで血管がめぐるよ
うに，あらゆるものが街じゅうを循環していたのだった。
モーパッサンの「モン z トリオル」で循環するのは，まさにつかみところ
のない，実体のない水である。アンデルマットは言う。
iC…)すべては巧妙さ，機転， 日和見主義と大胆さにかかっているんで
す。湯治の街をつくるには，それを売り出すことを知っていなければな
りません。それだけです。そして売り出すには，パリの有名な医者のお
歴々が，この事業に関心を持ってくれなければなりませんJ'九
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「ここでひと財蕗築けるぞ。J13)と彼はほくそえむoそして，商売ではない，
自分たちが取り組んでいるような大事業の面白さ，醍醐味について，興奮し
て話し続ける。それは，男たるものが愛するすべてのもの， r同時に政治で
あり，戦争であり，外交である。J14)r大いなる闘い，今日びそれは金銭を用
いて繰り広げるものなのだ。JI5l
rc…〉それに私は闘っている!そうだ，朝から晩まで，全員を敵にして
闘っている。それこそ生きるということだ。悠々と生きるということ，
かつての権力者が生きたように生きるということだ。われわれは，現代
の権力者だ，真の，唯一の権力者なんだ!ほら，この村をご覧なさい，
この哀れな村を!私がこの村を，街にしてみせよう。まっしろな街に。
人がいっぱいやって来る大きなホテルがいっぱいの。エレベーターがあっ
て，使用人がいて，馬車が乗り付け，大勢の貧しい者にかしづかれる大
勢の金持ちが来るホテルでいっぱいの衡に。それもこれも，ある夜，右
隣のロワイヤ，左隣のシャテル=ギュヨン，モンドール，ラ・ブルブ，
シャトーヌフ，後ろにあるサン黒ネクテール，正面のヴィシーと競争し
ようという気に私がなったからなのだ!そして私は成功させる。なぜな
ら手段を手にしているからだ，唯一の手段を。まるで，偉大な将軍が敵
の弱点を見つけるように，突然明快にすべてが見えたからなんだ。われ
われの仕事では，人を使えなければいけないというのも本当だ。そして
彼らを手なずけるように訓練しなければいけない。(…)J16l
クリスチアーヌの父が信頼する古参の医者を，クリスチアーヌは「大革命
前のお隈者様J17)と笑い飛ばしたが，夫が往診に呼んだパリからの医者は，
新しいシステムを披露してみせる。まっしろな部屋着に着替えさせ，もっと
もらしく聴診と触診をして，内臓の配置をその白い生地の上に多色ぺンで記
すのだった。アンデルマットは， しきりに感心して「近代的」という語を繰
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り返し，クリスチアーヌはおもしろがって，この診察を楽しんでいる。
十五分もこの作業が続くと彼女は，大陸や海，岬や大河，王国や都市
を描色地上の分割をすべて書き込んだ地図のようになった。というの
は，医者は，それぞれの境界線の上に，彼だけにしかわからないラテン
語の二一三の単語を記していたからである則。
このような診察，そこから出される処方とは，実際に信頼するに足るもの
だったのであろうか? 医学に関しては完全に門外漢である論者には容易に
看破できないが，山田登世子の『リゾート世紀末J19lによれば，モーパッサ
ンの時代，湯治は夫のそばを離れる格好の口実であったばかりでなく，なか
には，道ならぬ逢瀬のために湯治を利用する女性もいて，かかりつけの医師
に，処方する鉱泉地の交渉をする場面が引かれている。それでなくても，きた
体のない水を健康のために飲むことが撒奨され， ~モン=トリオル』冒頭の
湯治客のように，律儀にそれを守ろうとするには，アンデルマットが言って
いたように，権威ある医者のお墨付きが必要になる。あやしげで，いかがわ
しい処方。侯爵はこれを無条件に信じているようだ。以前から頼りにしてい
た医者が，彼を診るのを拒否すると聞いた侯爵は，不安のあまり凍り付いた
ようになってしまう。
(…〉医者抜きで鉱泉の水を飲むこと，五分多く温泉につかったり，必
要な量より一杯少ない水を飲んだりすることを考えると，彼は恐怖にお
ののいた。というのも，侯爵は，すべての服用量，自然の法則が厳密に
決定する治療のあらゆる時間と段階とを信じていたからだ。自然は，病
人のことを考えてミネラルに満ちた水を流していたのだし，医者たちは，
博学で，インスピレーションを受けた司祭のように，その水の神秘的な
秘密のことごとくに精通していたのだから則。
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仕掛人の側に立ってみると，医者を通して患者の信用を勝ち取るだけでな
く21)広告に負うところも軽視できない。新しい会社を立ち上げるために仲
間を集めたアンデルマットは，どのような名前をつけるべきかにも頭をめぐ
らせる。この小高いIまを，ややこじつけながら「山Jと称し，最初の所有者
であるオリオルの名字を冠して「オリオル山」すなわち「モン=トリオル」
と名付けようと提案する。「カエサルのものはカエサルにJ22)と，見え透い
た蝿を地主に売りながら彼の演説は続く。
そして皆さん，この名称が秀逸であることにご注意くださL、。人々 は，
「モンドール」と言うように， rモン=トリオル」と言うでしょう。この
語は，目にも耳にも残ります。しっかり目につくし，耳にも聞こえがい
い。残ります。「モン z トリオルJ!rモン=トリオルJ!rモン=トリ
ル」の鉱泉場…23)
そして， 目や耳に訴えかける，ムード派の広告のあとは，えせ科学の登場
である。パリの大新聞に天候の雑誌論文を載せなければならないとパリジャ
ンの医師は言う。
rc…)それは不可欠ですよ!祖泉地の気祖は，近隣の他のライバルの温
泉街の気候よりも好ましくなければいけません。変動が少なく，むらが
なく穏やかな気候でなければ。主要な組織から出ている気候学の雑誌を
定期購読するのです。私は毎晩，電報で，空気の状態をお知らせします。
年の終わりには，確認された平均値が，周囲の平均よりも上になるよう
にします。夏の問，有力紙ぞ開いた時にまず日に飛び込んでくるのは，
ヴィシーやロワイヤ，モンドールやシャトー・ギュヨン，などなどの気
温です。冬の聞はカンヌやマントン，ニースやサン=ラファエルの気温
です。これらの地では，常に天気が良く，温かでないといけないのです
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よ，先生。パリの人聞に，“ちえっ，こんなところに行くやつらはつい
てるな!Itって言わせるためにはね。」叫
オリオル父子が，足の悪いクロヴィス親爺にもちかけた，毎日一時間入浴
して治ったら百フランやろうという，奇蹟の中庭ばりのイカサマ宣伝25)に
比べれば，パリの医師やアンデルマットの企画の方が，格段に現代的である。
さらに，この投機は，金銭と愛欲とを結びつけるものでもある。
家族や友人に，この地の将来性を説き，株主にならせようと説得するアン
デルマットの提案をはるかに凌ぐ金額の株を，すでに自分の愛人となったポー
ルが買うのを聞いた時，クリスチアーヌは，次のような心境におかれる。
クリスチアーヌは動揺し，感情を傷つけられて，こめかみまで赤くなっ
た。まるでたった今，自分が売買されたように思われた。もし自分を愛
しているのでなかったら，ポールは夫に十万フランを差し出したりした
だろうか?おそらくそんなことはしなL、!少なくとも彼は，この取引を
自分の前でするべきではなかっただろう制。
このようなあからさまな関連性に限らず， Iiモン=トリオル』は，身体に
まつわる描写や，感性に碁づく表現がきわめて農宮な作品である。
そもそも，クリスチアーヌがポールに対して抱いた第一印象は，決して肯
定的なものではなく，言動は性急でほとんど不快感を覚えるほどであったし，
顔つきは醜いι思われたとあるが， rジャケットから，下着から， もしかす
ると膚から，きわめて微妙で繊細な，若いクリスチアーヌが知らない香りが
発散していた。“この匂いは何かしら?"と彼女は思った。J21lと書かれてい
る。後になって，兄にこの香りについて訊ねる箇所が出て来るが，ロシアの
女優からもらった香水らしいという漠然とした回答が得られるだけである制。
それに対して，ポール本人は，嘆覚印〉も視力団〕も，不気味なまでに鋭い。
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聴覚に関しでもまた然りで，
fC…)オーケストラは，私の神経の上で音楽を奏でるのです，むきだし
になった，麓える，ひとつひとつの音符にわななく神経の上で。音楽を
私は，耳だけで聴くのではありません。そうではなく，頭のてっぺんか
らつま先まで，身体のあらゆる感性を使って聴くのですJヘ
この特異なまでに鋭い感性は，あまりに動物的で，時としてクリスチアー
ヌを怯えさせる。身体とにおいについては，アラン・コルパンの『においの
歴史 喋覚と社会的想像力」拍が，動物的な匂いから，水仙のようなニュー
トラルな香りへと噌好が推移していく過程を明らかに辿ってくれているが，
身体と自然，身体と感覚や感性といった観点が文学作品の中に反映されるこ
とは，モーパッサンの時代まではあまりなかったと思われる。
すでに言及したように，モーパッサンは印象派絵画と同時代の作家である。
この時代，産業化が進んで汚れはじめた都市の空気を避けて，人々は，光や
水を求めて郊外に出かけるようになる。モネやルノワールといった印象派画
家の描く水辺，木陰，自然の中で憩う人々の絵は，マネの草上の食事など，
挙げていればキりがないほど豊富である。それまでの有閑階級だけではなく，
文字通り，日常の労菅そ忘れるために新鮮な空気を求める労働者も多くおり，
ルノワールの描くガンゲットで笑い，踊るお針子や女工，カイユボットの描
く労働者たちは，画布に登場した新たな人物像だった。
単に戸外に出て陽光を浴びるだけではなく，草原を歩いたり，馬で遠出を
したり，水遊びに興じたりと，近代的な意味でのスポーツが庶民の間でも実
践され始めた時期でもある。実際，モーパッサン自身も均整のとれた肉体を
持ったスポーツマンとして知られており，テニスだけでなく釣りやボート漕
ぎなど，いかにも印象派の絵画に出て来そうな場面に彼の姿を見つけること
ができた。ヨットには「ベラミ」ωと名付けて水遊びを楽しみ， r放浪生
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活』剖)(1890)や『水の上J(1888)詰〉などの作品を書く一方， rオルラ」と命
名された気球で空中散歩もし，その様子を文章に綴ってもいる3九ゆらぐ水
の上での体験も，高度を移動する体験も，それまでにはなかった身体性を体
現している。
スポーツが文学とどのような関係にあったかに関して詳しく展開している
P.シヤールトンの著書はまた，人間の身体は，中世においてもルネッサン
スにおいても文学の中で一定の役割を負っていたのに，フランス文学の頂点
とみなされる三世紀聞というもの， r運動能力としての身体，世界や自然の
諸要素と関係する純粋に物理的な場としての身体」は，文学空間の中に不在
だったことを喚起してもいる向。
自身もスポーツマンであるモーパッサンが作中で展開するのは狭義のスポー
ツではないが，プルーストの花咲ける乙女たちがのびのびと跳ね回り，駆け
回るそのまぶしい肢体を病弱な語り手が憧れの眼差しで見守るより前に，力
強L、肉体を持った知識人モーパッサンが，裡lこ忌まわしい病を潜ませながら，
自然のふところで，その身体能力を発揮していたことは思い出しておいても
よいだろう。カヌーなどの船，ヨット，水泳，釣り，狩猟。彼が実践する分
野は多岐にわたっていたし，アポリネールの証言を読めば担その多くにお
いて玄人はだしだったことも推察できる。
「わたしは，自分の血管に海の抱が流れているのではないかと思う。J制と
まで言うモーパッサンは，なかでも特にウォータースポーツを好んでおり，
創作においてもしばしば「水」をテーマに選ぶ。 r二人の友J(1883)のよう
な非情な作品や『水の下J(1883)といったおどろおどろしい作品もあるが，
『モン=トリオjけでは，水が投機の対象になっている。~'ベラミ』ではジャー
ナリズムにおける文章が投資に利用され，その美貌とともに主人公の社会上
昇の手段とされていたが，今回の投資対象である水は，一見よりモーパッサ
ンらしい，あるいは印象派的な選択に見える。ヨーロッパ初のデパートを発
明したブシコーが雷ったように， r水はとまってよどめば腐る」ものであり，
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官能性といとも簡単に結びっく要素でもある。水を確保するのが容易ではな
かった時代のヨーロッパでは，入浴が日常的習慣の一環ではなかったことは
周知のことだが，再び『においの歴史」によると，近代になって衛生観念が
発議し，頻繁に身体を清めることが広がっていってからも，慎みという観点
から，若い女性が長々と浴室にいることは嫌われ，淑女はほとんど目を閉じ
た状態で急いで入浴しなければならなかったという。「モン=トリオルJで
も，美しいクリスチアーヌが不妊治療のためにおもむいた温泉で，初めてな
まぬるいお湯に身体を愛撫される心地よい驚きが，触感と視覚の両方から描
かれている。
そして彼女は，ゆっくりと衣服を脱ぎ始めた。この明るい水擦のなか
で揺らぐ，ほとんど目に見えないこの波の動きを見つめながら。裸にな
ると，その中に足を入れたが，すると，あたたかな心地よい感覚が胸ま
でのぼってきた。ぞれから，そのなまぬるいお湯の中にまず片方の脚ぞ
差し入れ，次いでもう一方の脚を入れ，この熱の中，やさしさの中，こ
の透明な風呂の中，この泉の中に座った。泉の水は脚をずっと沿うよう
に，また腕にも沿うようにして，胸のよまでも，小さなガスの抱で覆い
ながら，彼女の上を，周囲を流れるのだった。彼女は驚きながら，ごく
小dな真珠粒で錨のように，つま先から頭の先までを守るこの数えきれ
ない細かな空気の粒を見つめていた。そして，その小さな小さな真珠の
粒は，クリスチアーヌの白い身体からたえず飛び上がり，彼女の上で新
しく生まれる別の真珠粒に追いやられて，風自の表面に来ると蒸発して
いた。その粒は，軽やかな果物のように，彼女の膚の上で生まれ，とら
えどころがなく，魅惑的だった。水の中に真珠寄生まれさせるこの可愛
らしい，パラ色でフレッシュな身体の果実だった40)。
クリスチアーヌがパリの自宅でどのような身体管理をしていたかをうかが
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わせるような記述は本文にはないが，少なくとも，愛人を持つようになる以
前に，こうして水を介して自分の身体を発見し，それまで未知の領域だった
身体的な充足感 Cbien-etre)を知ったのだった。
その水は，奇妙な癒のような形をした風景の中からやって来る。これは，
光あふれるニースやマントン，詩情に満ちたノルマンディーの海岸ではなく，
無骨な，一種グロテスクな美を備えたオーヴェルニュでしか起こりえない物
語なのである。
タイトルにある IlLJが，この土地では主人公だが，モンプラン，アルプ
スといった叙情のある美的な山ではない。
村を出ると，小さな谷の出口に，背の高い丘がそびえていた。ほとん
ど山と言えるもので，彼らは灼けっく太陽のもと，葡萄畑の聞の小道を
通って，その丘を登って行った。頂上に着くと，若いクリスチアーヌは，
眼下に突然繰り広げられる，この広大な地平線の前で驚きの叫びをあげ
た。正面には，大洋のような印象を即座に魂に与える，果てしない草原
が広がっていた。軽やかな霧，蒼く甘美な霧に包まれて，草原は続いて
いた。はるか遠くの，ほとんど見えないくらい遠くになる山々まで。お
そらく五十から六十キロも離れた山まで続いていた。そして，透明な霧
の下，この広大な土地に浮かんでいた，細かな霧の下に，町や村，森，
実った収穫の大きな黄色い正方形が，牧草地の大きな四角形が，長く赤
い煙突のある工場や黒い鐘楼，古い火山の溶岩でできた尖塔が見分けら
れた叫。
そこにあるのは，見方によっては醜悪とも言える火山で， しかも何年も前
に死んでいる火山である。後ろにある山は， r噴火口ででこぼこの巨大な
山」叫で，一行のいる平原と山の境界から見ると， r山は左側へ，クレルモ
ンフェランの方へと広がって，怪物的ないぽいほに似た，頭部の欠けた奇妙、
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な形の頂上が作る青い空へと伸びて遠ざかっていた」叫。この風景を目のあ
たりにしたクリスチアーヌは，ここでならきっと幸せになれると叫ぶが，ま
だ小娘のような，都会から来た有閑マダムの心を洗うように感じたこの新奇
な光景も，ポールの子供をみごもり，そのせいで速くまで散歩に行けなくなっ
た身重のクリスチアーヌを父の侯爵とともに残して，ポールが間もなく結婚
することになるオリオルの娘と二人で散歩に行く場面では， I複数の火山の
巨大な墓地」叫と表現される。
人々を動かし，湯泊客の血行を促し，事業家たちの資金を回転させ，すべ
ての循環の機動力となる水は，何年も前に息絶えた火山から発生しているも
のである。すでに死んだものから産み出されるエネルギー。ある意味では，
冒頭で岩と共にこつぼみじんに爆破された犬は，実際に不吉な予兆であった
とも言える。
ポールが妻に迎えることになるオリオルの次女ち，単に若くフレッシュな
だけではなく，プリミティプな魅力を持っている。「新しい，純粋な存在で
あるだけでなく，原始的な種から出て来た存在であった。正真正銘，この地
の娘だったJ45)とあり，かつて壮大な自然の前でクリスチアーヌにボードレー
ルを吟じた芸術家肌のポールは，ウォルター・スコットやディケンズ，ジョ
ルジュ・サンドなどの文学的レフェランスのせいでさらにそのファンタスム
を増幅するが，そんな素質のない放蕩息子のゴントランも， I真にフレッシュ
な女性を見る純粋な喜び」柑を口にしていた。
経済的な問題が絡んで来なければ，ゴントランとオリオルの長女の結婚は
あり得ず，二人の恋は，祖泉地ならではの恋として，文字通り水の泡と消え
たであろう。ゴントランがふざけた調子で産後の妹に聞かせる温泉讃歌47)
は，半ばしか冗談ではなL、。
この地では，他のどの土地よりも，社会階層が容易に混じり合うのだ。遠
足に行った時，一行の行く手をはばんだ，のたれ死にしたロパの屍。それを
道から除去する気力も体力もないまま，死んだロパがさっさまで曳いていた
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荷車を，ほとんど裸で曳いて行く貧しい一家。それを目にした直後，着飾っ
て，侯爵家の跡取り息子ゴントランと，裕福なポールにエスコートされたオ
リオル姉妹が，額に汗して働く父と兄を自にとめ，その落差に赤面する場
面46)。これほどの格差があっても，このこ組の結婚は成立するのだ。既成事
実として結婚が成立してしまえば，パリに戻っても誰も批判はしない。
クリスチアーヌ自身も，最初は気の向かなかった結婚を受け入れてこれま
で過ごして来たが，初めて真剣な恋の告白を受けて，急に我が身の状況を顧
み.r契約の力によって，心身ともに，あの男に属している」蛸ことを認識
し，おののく。
ポールとの聞にさずかった赤ん坊を，自分の子供だと信じて有頂天になり，
「アンデルマットのお嬢ちゃん，ご機嫌いかが?Jとすり寄って来る夫をク
リスチアーヌが黙って見ている場面は残酷である。
クリスチアーヌは思った。「これが私の夫なんだわ。」そして，まるで
初めて見るかのように，驚きの目で彼を眺めた。法が自分に結びつけ，
与えたのは，この男なのだ! 人間の考えによれば，宗教的，社会的考
えに従えば， 自分の半分であるべきなのは，この男なのだ! いや，そ
れ以上で，自分の主人であるべきなのは。昼も夜も，心も身体も彼が主
人であるべきなのだ!彼女は，ほとんど微笑みたいくらいだった。今
この瞬間，こんなことはすべて，あまりにも自分と関係がないように思
われた。というのも，彼女と彼の聞には，どんな関係も一切あったため
しがなかったのだから。かくも鳴呼，はやく崩れてはしまったものの，
永遠に恩われた，言いようもなく甘い，ほとんど神々しい，あのつなが
りは，一度もなかったのだから問。
実際，法的に彼女をつないでいる夫，何の落ち度もない夫を，これまでに
ないほど速い存在としてクリスチアーヌが認識するのは，他の男性に身をま
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かせた時ではなく，この男性との聞にできた子供を産み落とした時，事情を
知らずに娘の誕生を喜ぶ夫の姿を見てのことである。皮肉なことに，彼女の
妊娠こそが，あれほど熱烈に彼女を愛し，欲したポールの情熱を冷まし，彼
女から遠ざけることになったのだった。彼女の妊蝦がなければ，ポールはま
だしばらくは，クリスチアーヌの足もとにひれ伏していたかもしれない。
妊娠・出産を卑近な「生産Jと考え，唾棄すべきブルジョア的なものだと
考える風潮は，ゴーチエやボードレールをはじめ，十九世紀フランス文学に
おいてはおなじみのテーマである。だが， ~モン=トリオル」では，その傾
向はさらに顕著であり，他の身体的現象や特徴とも絡み合って畏示されてい
る。この作品の中では，妊娠が何度も， r再生産」という語を用いて表現さ
れている500
ポー ルは， もちろんこれを否定的に捉えていて， r以前から彼は，再生産
の機能を果たした女性は， もはや愛に値しないJ52)と公言してはばからず，
「自分から生まれる小さな存在，それが概して動かした，すでに醜くなった
人聞の溶岩を考えると，ほとんど乗り越えられない嫌悪感を催した。母性は，
女性を動物に変えた。その女性はもはや，自分が崇拝し，夢見た例外的な創
造物ではなくなり，自分の種を再生産する動物なのだ。J53)と，極端なまで
の見解を展開している。クリスチアーヌの方も，妊娠という閉じ現象を，ポー
ル同様に動物的な感覚で捉えているが，その都価は正反対である。
彼女が崇拝するこの男，はじめて唇を重ねた日から，毎日少しずつ，
Eさらに強く愛していくこの男は，心の奥底まで入り込んできたのみなら
ず，今や彼女の身体の奥にまで入り込み，自分の命の種をまき，すっか
り小さくなって彼女から出てこようとしているのだった。そう，彼女は
今，組み合わせた手の下に，彼自身を持っているのだった。普良な，愛
おしい，優しい，ただひとりの恋人が，自然の神秘によって彼女の臓肺
の中で，生まれ変わろうとしているのだった。彼女は今，大人の彼と，
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まだ知らない小さな彼との二人を手にして，この男を二重に愛している
のだった。この目で見て，触れて， くちづけることができる彼，話して
いるのを聞くことができる彼と，自分の膚の下でうごめくのを感じるこ
としかできない， もう一人の彼とを刷〉。
クリスチアーヌのこのような歓喜は，母性的な愛情というよりは女性とし
ての愛情のー形態であるだろう。実際に出産を果たした時，子供が無事に生
まれたかどうかを訊ねるよりも先に，ポールの結婚についての聞いが口をつ
いたことからも，それは明らかである。日増しに大きくなる彼女の腹部，や
つれていく彼女の容貌を目にして. ["こんな光景を見せずにすませることも
できただろうに」と思う恋人のエゴイスムなど想いも寄らないクリスチアー
ヌは. ["私たちの聞には，何も壊すことのできない生まれ出るつながりがあ
るのだから，今ではあなたは私のもの，あなたは私に属しているのよ。J5田5
などと雷つて，ますます恋人との聞の溝を深めていく。実際の出麗の場面で
は，ほとんど裸の肢体を医者たちの前にさらし，うわごとを言って，それま
でのしとやかな女性のかげは見るかげもない。フランス語では，分娩室を
sale de travail.すなわち労働の間，と称するが，まさに，再生産をするた
めに，苦役に与していると言える場面だ。湯治場で，治療の部屋が拷間部屋
にたとえられていることはすでに見た通りだが，クリスチアーヌも，ただ一
人，本気で愛した男性に棄てられた苦しみを，肉体の痛みでごまかすかのよ
うに，すさまじい苦痛に耐えている問。
この「拷問J5ぺ「殉教」闘が終わった時，彼女の頭にあったのは，これが
ポールとの聞にできた子供だということ，自分は今や，この子供を望まない
という身勝手な思い，決してこの子を見ないという決意だった。しかし，
「知りたいという抗いがたい欲望と，そこに加わった，もっと苦しみたいと
いう奇妙な必要」附 lこかられて，彼女はポールの結婚について知りたかった
ことを聞き，そうしてすべてを知ってしまうと，初めて子供を見. ["初めて
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出産を経験した動物が，自分の中から出て来た子供を見るように，深い驚き
をもって，赤ん坊をじっと見つめた。」印)そして，おそるおそるとの小さな
命に口づけると， もう，その唇は永遠に離れないかと思われるほどに思える
のだった。激しい嫌悪から，この静謹な愛情への推移は，論理的な説明をいっ
さい伴わず，一瞬のうちに行われる O
赤ん坊が眠るベッドは， I白い牢獄」叫と形容されているが，それは，こ
の子が女の子だからだろうか? ゴントランの結婚を考えると，そうとは言
いきれなL、。男に生まれでも結婚が足伽あるいは契約になることは多々ある
し，オリオル姉妹の視点に立ってみれば，結婚は依然として，パルザックの
時代同様， I成り上がる」ための有効な手段のひとつであるのだ。
気持ちの落ち着いたクリスチアーヌがポールに会うことを決意し，彼を自
宅に呼び寄せた時，おじけづいているのはポールの方である。いつもはクリ
スチアーヌの胴衣につけられていた小さなピンが，子供用のベッドの周囲を
囲うカーテンの上から下までをかたくなに閉ざしているのが象徴的である。
かつては恋人の間を愛でるために， じゃれるように戯れながら外していた美
しい，金色の三日月をあしらった装飾品が，自分の分身であるはずの血を分
けた子供に近づけないようにするための要塞の役割を果たしているのだった。
ポールは短い後見を終えて彼女の部屋を去ることになる。
「あなたの幸福をお祈りしますわ」という小説の最後の一行が，棄てられ
た女性の諦めの境地のようでもあり，母となった存在の素朴で肯定的な強さ
のようでもあるのは『女の一生』の最後のせりふと共通している。
この作品は，単なる性的目覚めを超えた，生きることに対する覚醒の物語
である。水という，印象派の画家が，そしてモーパッサンが好んだテーマを
中心に据えながら，残酷性が際立つ小説でもある。とらえどころのなさは，
治療のうさんくささ，実体のない広告によって後押しされている。
軽薄なダンディ，ゴントランの次のせりふは，この小説を収飲していると
言えよう。
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「湯治の街というのは，まったく信じられないな。地上にある唯一の夢
幻の国だよ。二ヶ月の聞に，他の土地で一年間に起きることより，もっ
といろんなことが起きるんだからなあ。鉱泉の水は， ミネラルが含まれ
ているんじゃなくて，魔法にかけられているみたいだよ。そして，それ
は，どの湯治場でも同じなのさ。エクス，ロワイヤ，ヴィシー， リュショ
ン，それに海水浴場でも同じさ。ディエップ，エトルタ， トルー ヴィル，
ビアリッツ，カンヌ，ニースでもね臼)。水の街では，あらゆる種類の人
聞の見本，あらゆる階層の見本に出会うことができるんだ。他では見つ
けられないような人積の混ざり合いが，驚典的なアヴアンチュールが見
つかるんだよ。女たちも水の街では，うっとりするような気楽さと敏捷
さで笑劇に加わるんだよ。パりでは抵抗する女も，水には落ちるのさ，
ポチャン!ってね。男はアンデルマットみたいにひと財産見つける。オー
ブリ=パスツールみたいに死んじゃうヤツもいるけれどね。もっと酷い
目にあうヤツもいるさ…。結婚するヤツもいる…僕みたいに…，そして
ポールみたいに。馬鹿げていて，笑えるじゃないか?Jω
何の問題も感じていなかった若い女性が，病気でもないのに湯治に来て，
夫でない男性のこどもを生むが，その運命をあっさりと受け入れるところで
小説の円環は閉じる。印象派の画家が描く水辺の風景画のように，ぼんやり
した輪郭の中に消えていく。すべては流れる水のように。
《注》
1) ナダールが最初に気球から撮影した写真は 1858年のもの。よく知られている
凱旋門からの写真は 1868年のものである。
2) 現在でもパリのアルマ筏のたもとに，下水見学の入り口があり，現役の下水の
流れに沿って歩くことができる。地上の街並と同じように，通りの名前がプレー
トで示されていて，文字通り，地下者s市巡りである。十九世紀には，着飾った有
閑人がまるでテーマパークのアトラクションのような小舟に乗って水路を運ばれ
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